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２０２６年１１月１３日 

株式会社 阿波銀行 

２０２７年３月期 第２四半期（中間期）決算について 

阿波銀行（頭取 福永丈久、本店：徳島県徳島市）は、本日、２０２７年３月期 第２四半期（中間期）

（２０２６年４月１日～２０２６年９月３０日）の単体および連結決算を発表しましたので、お知らせ

いたします。 

１．２０２７年３月期 第２四半期（中間期）の銀行単体の主要計数は次のとおりです 

主要計数 
２０２７年３月期 

第２四半期（中間期） 
前年同期比 

経常収益 ５７２億５０百万円 １９７億５７百万円 増収  

コア業務純益 ２００億 ７百万円 ９１億７４百万円 増益 

経常利益 １５３億 １百万円 ４２億３６百万円 増益 

中間純利益 １０２億 ９百万円 ２３億７４百万円 増益 

貸出金残高（平均残高） ２兆５，３３１億円 ８４５億円 増加 

譲渡性預金を含む総預金残高（平均残高） ３兆４，４５２億円 ４６１億円 増加 

２． 決算ハイライト 

・ コア業務純益は、経費が前年同期比で増加したものの、貸出金利息や有価証券利息配当金の増収など

により資金利益が増益となったことに加え、金利上昇にともないアセットスワップ取引を一部解約した

ことにより、その他業務利益（除く国債等債権関係損益）が増益となったことなどから、前年同期比

９１億円増益の２００億円となり、過去最高益となりました。 

・ 経常利益および中間純利益は、上記の要因などにより、それぞれ同４２億円増益の１５３億円、

同２３億円増益の１０２億円となり、いずれも過去最高益となりました。 

・ 貸出金残高（平均残高）は、事業性評価に基づく主力の中小企業向け貸出金のほか、外航船向け

等にも幅広く取組んだ結果、前年同期末比８４５億円増加の２兆５，３３１億円となりました。また、

譲渡性預金を含む総預金残高（平均残高）は、個人預金・公金預金などが順調に推移したことから、

同４６１億円増加の３兆４，４５２億円となりました。 

・ ２０２７年３月期通期業績予想については、資金利益が当初の想定を上回る見込みであることなど

から、２０２６年９月２５日に修正を発表しております。 

以 上 


